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平成２７年度第１９回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：平成２８年１月１２日 

                    担当部・課：福祉部 福祉総務課〔内線２４６２ 〕 

① 件  名 

 

石巻市敬老祝金の改正について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

  高齢化が進む中で、今後対象者の増加が見込まれる敬老祝金支給事業については、超高齢化社会

を見据え、１００歳に支給する特別敬老祝金の支給額を改正（減額）するものである。 

 

【目的】 

  石巻市敬老祝金の額を改正することを目的とする。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

 石巻市敬老祝金支給条例（平成１９年３月２８日条例第２号） 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 石巻市総合計画実施計画 

 第４章 安心して健やかに暮らせるまち 

  第４節 安心と誇りを持って住み続けられる高齢者福祉を充実する 

 

石巻市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画 

 第４章 生きがいづくりと社会参加の促進 

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

 平成２７年 １１月：県内各市の支給状況調査 

 

⑤主な内容 

 

１ 石巻市敬老祝金支給条例の一部改正 

 

（１） １００歳の誕生日において、市内に引き続き１０年以上住所を有する者に対する支給額を、 

現行の２５万円から２０万円へ改正する 

区分 支給額 受給資格 

現 行 

１００,０００円 
３年以上１０年未満の期間市内に引き続き住所を

有する場合 

２５０,０００円 
１０年以上の期間市内に引き続き住所を有する場

合 

改正案 

１００,０００円 
３年以上１０年未満の期間市内に引き続き住所を

有する場合 

２００,０００円 
１０年以上の期間市内に引き続き住所を有する場

合 
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⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

（１） 市民への影響 

   「敬老の意を表することを目的」としている本事業を継続させるために、廃止ではなく減額を

行うという意図 

 

（２） 市行財政の効果・負担 

   歳出予算の減額が見込まれ、財政負担の軽減が図られる 

報償費 改正前 改正後 比較増減 

平成 28年度 

@250,000 円 

×66人 

＝16,500,000 円 

@200,000 円 

×66人 

＝13,200,000 円 

△3,300,000円 

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

 

 県内各市の敬老祝金支給状況 

区 分 １００歳 ８８歳 改正予定等 備   考 

仙台市 ５万円 １万円 なし  

塩釜市 １０万円 １万円 なし  

気仙沼市  １万円 なし ９９歳１０万円 

白石市 １０万円 １万円 なし  

名取市 ２０万円 １万円 なし  

角田市 ３０万円 １万円 なし 
９９歳２万円、８８歳１万円、 

７７歳３千円（各商品券） 

多賀城市 ２０万円 １万円 なし 
１００歳５年以上２０年未満１０万円 

１００歳５年未満３万円 

岩沼市 ２０万円 １万円 
平成２７年度 

改正済み 

１００歳以上の方に毎年２０万円給付 

８０歳以上３千円（商品券） 

登米市 １０万円  
平成２７年度 

改正済み 
１０１歳以上の方に毎年５万円給付 

栗原市 ２０万円 １万円 なし 
９０歳から９９歳まで５千円 

１０１歳以上の方に毎年２万円 

東松島市 ３０万円 １万円 検討中  

大崎市 記念品 記念品 
合併時に祝金

支給事業廃止 
 

石巻市 ２５万円 １万円 検討中 １００歳３年以上１０年未満１０万円 
 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

 平成２８年２月 市議会第１回定例会へ提案 

石巻市敬老祝金支給条例の一部改正について 

         （施行予定日：平成２８年４月１日） 

 

⑨その他 

 


